



法人概況表（記入例）	（様式2）

１．法人の名称等
	名称
	有限会社　○○農産
	創業
	昭・平・令14年10月24日

	所在地
	東京都千代田区内神田１－１－１２

	資本金・出資金
	20百万円
	TEL
	03－5283－××××

	全従業員数
	10人
	FAX
	03－5283－××××

	（うち正社員）
	（　5人)
	
	

	（うちパート・アルバイト）
	（　3人)
	e-mail米麦、大豆等の作業受託については、農業部門に記入する。


	abcd@efjhi.co.jpカッコ書きで、販売割合も記入する。



	（うち特定技能外国人等）
	（　2人)
	
	



２．経営の概要
[bookmark: _Hlk141172998](1)事業	
	
	品目　　（作付面積等）
	前期売上高
	主な販売先

	
農業
	卵（3万羽　）
	250
	ＪＡ（50%）、直売（50%）

	
	堆肥（　）
	10
	ＪＡ（100%）

	
	廃鶏（　）
	1
	○○食品（85%）、直売（15%）

	
	（　　　　）
	
	

	
加工
	菓子類
	２０百万円
	直売（67%）地元ｽｰﾊﾟｰ（33%）

	
	鶏肉加工品
	５百万円
	直売（42%）地元ｽｰﾊﾟｰ（58%）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
他
	飼料
	80百万円
	地元養鶏農家（100%）

	
	
	仕入れ販売、農業以外の売上げ（価格補填金は除く）等を記入する。


	

	
	
	
	

	合計
	366百万円
	原料を仕入れて加工した売上げは分けて記入する。





(2)外部認証
	GAP
	G-GAP　　☐　
	

	
	A-GAP　　☐　
	

	
	J-GAP　　　
	鶏卵

	
	その他　　☐　
	

	有機JAS　　　　　　　　　　　☐　
	

	HACCP
	農場　　　☐　
	

	
	その他　　☐　
	

	その他　　　　　　　　　　　　　
	個人情報保護JIS　Q15001


該当する認証に ☑ し、内容を右欄にご記入ください

３．役員（取締役、理事、監査役など経営に携わっている方）[2021年 1月 時点]
	代表権
	役職
(担当)
	（フリガナ）
氏　名
	性
別
	出資株数
	生年月日
（西暦）
	（フリガナ）
住所・連絡先

	　
	代表取締役
（全般）
	（ﾉｳﾘﾝ ｻﾌﾞﾛｳ）
農林　三郎
	男
	150株
	1957.10.6
	〒368-0103
(ｻｲﾀﾏｹﾝﾁﾁﾌﾞｸﾞﾝｵｶﾞﾉﾁｮｳ)
埼玉県秩父郡小鹿野町1151
TEL ：0494（99）××××
e-mail： ○×△@gmail.com           

	☐　
	取締役
（経理担当）
	(ﾉｳﾘﾝ ﾊﾅｺ)
農林　花子
	女
	60株
	1960.3.25
	〒      同上
TEL  （　　）

	☐　
	取締役
（農場担当）
	(ﾉｳﾘﾝ ｺﾞﾛｳ)
農林　五郎
	男
	60株
	1974.4.18
	〒　　　同上
TEL  （　　）



４．主要株主・出資者（役員以外）
	氏名
	出資株数
	法人との関係

	農林　一郎
	30株
	会長　〔代表の父（農場創業者）〕

	農林　梅子
	10株
	代表の母

	農林　七郎
	　10株
	従業員（代表の三男）

	
	
	

	
	
	



５．オーナー増資の予定（出資を受けるにあたり増資する場合）
	氏名
	出資株数
	

	〇〇食品株式会社
	20株
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



６．関係会社
	名称
	事業内容
	関係
	売上
	損益

	(農)○○利用組合
	鶏糞処理施設利用組合
	組合員
（理事長）
	１５百万円
	３百万円

	
	
	
	
	


法人が出資している企業、法人が出資を受けている企業、役員が出資している企業について記入する。

前期分について記入する。




７．法人の形態
	項目
	該当の有無
	備考

	農地所有適格法人
	該当：　　該当なし：☐　
	農地所有適格法人報告書
添付

	認定農業者
	該当：　　該当なし：☐　
	認定日：
認定書の写し添付



８．農業基盤強化準備金の利用
現在の利用状況：　利用あり　　利用なし
今後の利用予定：　予定あり　　予定なし

９．法人の沿革（別紙でも可）
	（事業開始の経緯、法人化の目的、主要な出来事などを記入してください）
○法人の現代表が、農業を始めたきっかけ、理由
· 父親の後継者として就農
○法人化した目的
· ｽｰﾊﾟｰ等へ直売を始めるに当たり、信用力向上のため法人化した。
○その後の主要な出来事
19××年　高校卒業後、後継者として就農。
19××年　有限会社を設立。また本格的に直売を開始。
20××年　鶏糞処理のため農事組合法人を立ち上げ、理事長に就任。
20××年　鶏舎を増設。また加工を開始




10．経営者の認識（別紙でも可）
（1） 経営の強み
	（生産面、販売面、財務面等について特徴を記入してください）
· 規格外の卵を直売により有利販売。また破卵は加工に仕向け、有効に活用。
· 加工品と卵をセットに通販で販売。年々売り上げが増加中。
· 飼料は遺伝子組み換えを一切使わず、自家配合を行い、鶏に給与。卵の評判は上々で、一部は鶏糞処理組合の組合員にも販売。






（2） 経営の課題
	（現在抱えている問題、今後の改善が必要な点などを記入してください）
· 鶏舎の増築や加工場の建設を借入金で行ったため、自己資本比率が低い。企業体力の向上を図るためにも、自己資本比率の向上が課題。
· 通販での販売を増やすためには、加工品の商品数を増やす必要がある。新商品の開発のために、加工部門の機械を導入する必要がある。



（３）経営の目標
	（短期的、中長期的な目標等を記入してください）
＜短期的な目標＞
· 現在の出資者及び投資育成会社からの出資を受け入れ、増資を行い自己資本比率を上げるとともに、加工部門の規模拡大の資金にあてる。
· 増羽は、羽数枠や鶏糞処理の問題から当面は困難。よって加工部門の規模拡大により、利益率を上げる。

＜中長期的な目標＞
· 現在の農場では規模拡大が困難なことから、近隣の廃業する養鶏場を買収する方法で規模拡大を図っていきたい。
· 2人の息子には、養鶏部門と加工販売部門をそれぞれ任せたい。将来的には分社化も検討。


	
11．ご質問
（1） 収支状況は、どの単位で分かりますか？　（月次　4半期　半年　年）
（2） 過去３年で災害、家畜伝染病による被害などはありましたか？  （　有　無　）
「有」の場合⇒　（災害・伝染病名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
（被害状況 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
（3） この表は、どなたが記入されましたか？（　農林　三郎　　）

添付資料チェック欄
１．農地所有適格法人報告書添付	　
２．認定農業者の認定書		　
３．農業経営改善計画認定申請書	　
４．被害状況の確認できる資料	☐　
　　（11（２）で有の場合）
以上
